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国民年金の保険料を納めま Lよ う

国民年金は老後 の しあわせを築 き、万一の事故を救 つて

くれ る。

7月 は4月 、5月 、6月 分の納期です
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公営住宅建設工事 …n日 和3.年度、深津団地 15戸

工費4´ 406千円、赤川団地5戸 工費 l・ 150千 円

7台 購入、消防施設 ・昭和31度～昭和37年 |で、

6.135千 円、
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役場庁舎建設工事 …昭和31年 度、工費1.917千

円 (昭 和36年 度増築562千 円)

脇元中学校屋体建設工事…昭和32年度、工費

2.030千 円

十三公民館改築工事 …・昭和35年度、工費407千

円

畜産事業¨昭和3311度 ～昭和39年度、採草地40ヘ

クタール、放牧地45ヘ クタール、事業費15.878千 円

湖岸堤防工事…昭和32年 度～昭和35年 度、

I費7.596千 円

鏡～大田線道路改良工事・昭和36年度、工費2.

738千円 (改 良延長1.431メ ー トル)

相内中学校屋体建設工事…昭和39fF度 、6.957千

円 (建 物6608千 円施設349千 円)

十三漁港局部改良T事…昭和38年度、6.420千 円
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今 月

脇元小給食室建設工事 ‐昭和38年度、工費 1・ 250千

円太田小綸食室lL設工事 …IY{和 39年 度、 l・ 011千 円
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九
月
五
日
）
弘
前
県
と
な
り
、
一海
岸

一
帯
を

「
砂
浦
の
浜
」
と

し
て
い
た
金
木
組
は
五
所
川
原
一そ
の
後
、
砂
浦
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、
四
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一一時
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．
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岸
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を
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む
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た
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．
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し
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こ
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